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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第２９回会合 

 

「 痛みと痒みの慢性化メカニズムを 

グリア細胞から探る 」 

基礎研究、TR研究 」 

講師 津田 誠 （つだ まこと） 

九州大学 大学院薬学研究院  

ライフイノベーション分野 教授 

産学官連携創薬育薬センター センター長 
 

日時 ２０１７年２月２３日（木） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ６階 ６０３・６０４号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 
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痛みと痒みの慢性化メカニズムをグリア細胞から探る 

九州大学 大学院薬学研究院      

ライフイノベーション分野 教授 

産学官連携創薬育薬センター センター長 

津田 誠  

 

生物は外界から多種多様な刺激を受け，それを脊髄後角で適切に情報処理・

統合して脳へ伝達することで，刺激を正しく認知し，外界環境への適応，そし

て生体恒常性を維持することができる。しかし，炎症，神経系の障害や機能変

化などにより，感覚系の秩序は乱れ，通常の感覚シグナルが増強する，またあ

る感覚刺激が違う感覚に変換されるなどモダリティーさえも破たんしてしまう

場合がある。その代表例として，モルヒネに抵抗性を示す神経障害性疼痛の症

状であるアロディニア（触刺激で痛みを誘発する）が挙げられる。そのメカニ

ズムとして，ニューロンに加え，グリア細胞での機能変化が重要であることが

基礎研究から明らかになっている。我々は，脊髄後角で活性化したミクログリ

アに高発現する ATP 受容体 P2X4R の発現や機能を抑制することで，アロディニ

アが著明に抑制され，脊髄後角ニューロンの機能異常も抑制されることを示し

た。また，P2X4R の活性化に必要な細胞外 ATP の放出源も特定し，それを制御す

ることでアロディニアを抑制できることも明らかにし，神経障害後のアロディ

ニアにミクログリアでの ATP シグナリングが重要であることを示した。 

さらに最近我々は，アトピー性皮膚炎に代表される慢性的な痒みに脊髄後角

のアストロサイトが関与することを見出した。同モデルマウスの脊髄後角では，

掻痒皮膚デルマトームに一致した脊髄髄節においてアストロサイトが活性化し，

その活性化を抑制することで慢性的な引掻き行動が抑制された。アトピー性皮

膚炎モデルでは，痒み誘発因子ガストリン放出ペプチド（脊髄後角ニューロン

に作用）による引掻き行動が増加し，興味深いことに，その増加はアストロサ

イトの活性化を抑制することで正常レベルまで回復した。したがって，アトピ

ー性皮膚炎による痒みのシグナル異常に脊髄後角のアストロサイトが重要な役

割を担うことを明らかにした。 

本講演では，グリア細胞がもたらす痛みと痒みの慢性化について，最新の研

究成果も交えて紹介し，それらのメカニズムと治療戦略コンセプトについて議

論させていただきたい。 
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【講師略歴】 

1998 年 星薬科大学 大学院薬学研究科 博士課程修了 

1999 年 JST 特別研究員（国立医薬品食品衛生研究所配属） 

2002 年 トロント小児病院 博士研究員 

2004 年 厚生労働省 入省 （国立医薬品食品衛生研究所配属） 

2005 年 九州大学 大学院薬学研究院 薬効解析学分野 助手 

2006 年   同  薬理学分野 助教授（07 年より准教授） 

2014 年   同  ライフイノベーション分野 教授 （～現在） 

2016 年   同  産学官連携創薬育薬センター センター長（併任，～現在） 

2016 年 順天堂大学 大学院環境医学研究所 客員教授（併任，～現在） 

 

【受賞】 

2007 年 日本薬理学会 学術奨励賞 

2007 年 文部科学大臣表彰 若手科学者賞 

2007 年 日本神経化学会 最優秀奨励賞 

2011~2013 年 九州大学研究活動表彰 
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日本薬理学会（評議員），日本疼痛学会（理事），日本神経化学会（評議員），日

本神経精神薬理学会（評議員），日本運動器疼痛研究会（評議員），北米神経化

学学会（Society for Neuroscience），日本薬学会，日本神経科学学会，日本生化学

会 
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